
 この表は、避難地区の典型的な住民及び福島県内の避難区域外の行政区画と他の都
道府県の住民の、事故後１年間における実効線量と甲状腺の吸収線量を推定したもの
です。  
  表に示されている線量は、自然放射線によるバックグラウンド線量に追加したもの

です。つまり、東京電力福島第一原子力発電所事故により環境中に放出された放射性
核種による被ばく線量の推定値を示しています。  
  なお、線量の範囲は、対象とするグループの中で、区域内の市町村又は避難シナリ

オごとの代表値の範囲を示します。  
  
  【報告書記載箇所】  
  ・  UNSCEAR報告書（科学的附属書A, 日本語版P80～ 81, 第209 ～ 214項から作成）  
  

  本資料への収録日：平成27年３月31日 
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